
掲載数 12

地区 学年 教科等 テーマ 内　容 参考事項（講師・教材等）

1 湘南・三浦 中２ 国語
戦争文学
「飢餓」

　教科書教材、向田邦子の随筆「字のない葉書」を扱った。印象に残った場面を絵や図
として表していく課題を設定し、Googleの「ドキュメント」というアプリで班ごとに描
いた絵を共有した。その中で作品に描かれる向田邦子の妹の様子を描く生徒がいた。短
い文から戦時中の疎開先でいかにひもじい生活をしていたかを生徒が読み取り、絵にし
た。生徒同士の交流の中で、戦時中の飢餓という問題を意識したようである。授業後に
は「戦争をなぜ起こしてはいけないか、考えることができた」と振り返る生徒がいた。

光村国語の教科書２
向田邦子「字のない葉
書」

2 湘南・三浦 中３ 国語 生命の尊さ

　戦争により亡くなってしまった家族の報告を留守を預かる家族に伝える仕事をしてい
る主人公のエッセイを読んだ。「死んだ」と伝える人も、伝えられた人も、大きな悲し
みがのしかかる。命の重さを感じるとともに、これからの社会で必要なことについて考
え、意見文を書いた。

教材
国語３
光村書店
二つの悲しみ
本校職員

3 湘南・三浦 中３ 国語
安楽死（尊厳
死）

　森鴎外の名作「高瀬舟」を５時間に渡って授業で扱い、主人公二人のやりとりを通じ
て、生きることの意味、奥深さ、難しさなど、読み深めた。主人公の心情を自分に置き
換えて考える生徒も見受けられた。話し合いを通じて、生きることの意味を、中学生な
りに考えることができた。

光村図書「国語３」

4 湘南・三浦 中１ 国語
大人になれな
かった弟たちに

　「大人になれなかった弟たちに」という、戦争をテーマにした小説を扱った。戦争、
弟の死、いのちの尊さについて、グループワークを通して全員で考えを深めることがで
きた。

5 湘南・三浦 中２ 国語 平和教育

　戦時中の生活や登場人物の心情について触れ、命の重さや戦争に対する人々の苦し
み、家族愛が描かれていることを読み取った。とりわけ、疎開先の娘を大切に思う父の
心情について捉えることで、戦争の悲惨さや、現代の豊かさについて知り、平和が続く
ことの尊さを学習することができた。

教材『光村図書』
「字のない葉書」

令和３年度　いのちの授業　事例集（中学校）【国語】



6 湘南・三浦 中３ 国語 平和教育

　従来、広島の原爆投下を素材とした作品の多くは、戦争の犠牲者への哀悼や鎮魂が主
題であった。しかし、この作品は、過去を教訓とし、これからをどう生きるかという問
題を提起している。詩全体や詩に出てくる表現の効果を一つ一つ読み解くことで、込め
られた意味やメッセージを実感を持って受け止め、現代を生きる自分の身の回りのこと
に照らして考え、それぞれの考えを深めた。

7 県央 中３ 国語
平和教育
「平和への願
い」

　本単元は、「石垣りん」作の詩である「挨拶―原爆の写真によせて」を通して、戦争
を忘れ平和に浸っている現代人に対する警鐘が強く語られている内容になっている。
　生徒たちは、まず、戦時中の状況等が語られる動画を視聴し、戦争の悲惨さを改めて
目の当たりにした。被爆者の映像が映ると、目をそむけてしまう様子を見せる生徒もい
た。その後、教科書の詩を読んでいく中で、様々な表現の工夫を学びつつ、命の大切
さ、今ある平和が本当の意味で平和と言えるものなのかどうか、考え、学んだ。

中学３年生　国語教科
書
光村図書

8 県央 中複合 国語 戦争と平和

　２年生は原爆に関する資料を読み、調べ学習をしてレポートを書いた。３年生は石垣
りん作「挨拶ー原爆の写真によせて」を読み込み、今私たちが考えるべきことについて
まとめた。全校生徒で自分の学習成果を発表しあった。そして、戦争と平和、核兵器の
ある今の時代をどう生きるか、命の尊さについて、考えた。それをまとめ、ヒロシマの
「子どもたちの平和メッセージ」に応募した。

・石垣りん「挨拶ー原爆の写真に
よせて」(光村図書「国語３」)
・「被爆七十年　被害者からの遺
言　神奈川の被爆者が最後に伝え
たいこと」
（神奈川県原爆被災者の会）
・「碑　広島二中一年生全滅の記
録」（広島テレビ放送）

9 中 中３ 国語

人権教育
「人権とはなん
だろう　ーアニ
メ『めぐみ』か
ら考えるー」

　アニメ『めぐみ』を題材として扱い、「子どもの人権」について話し合い、「今、自
分が生きていること」について考えさせた。「拉致」という言葉に馴染みがない生徒が
多く、『めぐみ』の視聴前に事前知識として「拉致問題」について調べ、なぜ被害が起
こってしまったかを考えさせた。視聴後は、「子どもの権利条約」をもとに生徒たち自
身の人権が守られている状態にあるかを話し合い活動を通じて考えさせた。話し合いが
進むにつれて、現状あたりまえに守られている「人権」によって「命」が守られている
ことに気づく様子が見られた。自他ともに人権を大切にしていくことで、「みんなの
命」を守っていきたいと考え出した生徒もいた。

【教材】
『めぐみ』
政府インターネットテ
レビ

10 県西 中３ 国語
挨拶－原爆の写
真によせて

　原爆の写真によせた作者の思いと、現代社会の状況を重ね合わせてながら、平和と命
について考えた。

光村図書「国語３」

11 県西 中１ 国語
大人になれな
かった弟たち
に・・・

　太平洋戦争中の日本に生きる、ある家族を題材にした話である。厳しい環境の中で生
活する登場人物たちの心情から、生きるということを考えた。また、戦争の現状をイ
メージすることが難しい生徒のために、動画を活用することで登場人物の心情をより感
じやすくできるように工夫をした。学習を通して、戦時中、生きたくても生きられな
かった命と、一生懸命に生きていた命を感じ、自分たちがどれだけ幸せの中で生きてい
るかに気づくことができた生徒が多かった。大切ないのちを守るために、平和な世界を
自分たちの手で守っていこうとする姿が見られた。

参考資料
NHK for school
「戦争」



12 県西 中３ 国語

「挨拶ー原爆の
写真によせて」
石垣　りん
（「国語３」
　　光村図書）

　広島での原爆投下による犠牲者に哀悼の気持ちを抱きながら、現在地球上には原爆が
数百もあるという事実に対して、人々が油断していることに警鐘を鳴らすという内容の
詩である。詩の読解を通して、作者の思いを感じ取ると同時に、原爆によって 多くの命
が一瞬のうちに失われてしまったことを悼み、その代償の上に今の我々があることを強
く感じることができた様子であった。そして、与えられたこの一つ一つのかけがえのな
い命を大切にしたいと感想に記入している姿があった。最後に、広島の原爆について初
めて一般に公開された写真を見ることで、改めて原爆の恐ろしさや命の尊さについて考
えることができた。

アサヒグラフ「原爆被
害初公開号」（1952
年）


